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秋の訪れを告げる彼岸花

秋の訪れを告げる彼岸花が町中
に咲き誇りました。
野方地区では、黄金色に色づき

収穫を待つ稲穂の傍らに咲いた彼
岸花に、蝶が密を吸いに飛んできま
した。

人権啓発シリーズ⑳
あなたの当たり前が、誰かを傷つけているかも。
～障害者の人権について考えるための『気付き』のヒント～

　○障害のある人は気の毒だ。
　○補助犬の飲食店への入店は断るべきだ。
　○障害者が一般の会社で働くのは難しい。
○苦労するから子どもには障害のある人とは結婚してほしくない。

　知らないこと、無関心でいることが、差別につながっていることが
あります。「どう接していいか分からない」という声をきくことがあり
ますが、まずは「何かお手伝いできますか？」と声をかけることから
始めましょう。
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